






要約:われわれの施設では産科のルーチン検査として、FHR monitoring、Biophysical 

Profile、Fetal Growth の確認を行い、胎児仮死の発見に努めている。このような産科管

理の中で羊水過多、前期破水、子宮内胎児発育不全、骨盤位などの異常所見が発見された

場合、さらに超音波を用いて詳細な検査を行えば、理論的には 80%以上の高率で新生児外

科疾患が出生前診断されることが判明した。従って新生児外科疾患も通常のルーチン検査

の中から充分高率に出生前診断されうると考えられた。 


